
【松原・下筌ダムの操作状況】

【松原・下筌ダムの効果】

　小渕水位観測所地点水位比較図

問い合わせ先 ： 国土交通省　筑後川ダム管理事務所　副所長　三原大輔　　　　　電話　0942-39-6651

6月16日の大雨による松原・下筌ダム洪水調節の効果について

◆松原・下筌ダムの洪水調節（ダム下流河川の増水を緩和させる操作）

　また、竹ノ首沈橋（ダム下流約２km）が浸かることを回避し、地域生活道路を分断から守りました。

平成24年6月18日（月）

　6月16日13時50分より松原・下筌ダムへ流れ込む水量の一部を松原・下筌ダムへ貯め、ダム下流へ流
す水量を最大時で約３割低減させる操作を実施しました。

◆松原・下筌ダムの洪水調節の効果

　この操作により、ダム下流の小渕水位観測所地点においては、今回の大雨による河川の最高水位を、
約0.22メートル低減させたと推測されます。

洪水調節後水位 240.14ｍ

洪水調節前水位 237.75ｍ

水道用水などに利用
するために常時貯め
ている水量

約2.29ｍダムに貯まりました。

＜流入量＞
松原ダムへ流れてくる水量
（下筌ダム放流量を除く）

②206立方㍍／秒

ダムへ流れてくる水量
の３割低減させて流し
ました。
<３割≒1－③÷(①＋②)>

小渕水位観測所

（筑後川河川事務所所管）

大山川と玖珠川の合流点より、

約0.5km下流地点

下筌ダム（日田市・小国町）

松原ダムから約5km上流
松原ダム（日田市）

河口から約94km上流
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▼計画高水位 5.50ｍ

▼はん濫危険水位 5.00m
▼避難判断水位 4.50m

▼はん濫注意水位 3.00m

▼水防団待機水位 2.20m

約0.22m軽減

▽ダムで河川の水量を 調節しなかった場合の

推定水位２．８２m

▽今回の大雨で観測した 河川の

最高水位２．６０m

約1.64mダムに貯まり
ました。

洪水調節前水位

291.38ｍ

洪水調節後水位 293.02ｍ

＜流入量＞
下筌ダムへ流れてくる水量

①448立方㍍／秒

＜放流量＞
下流ダムへ流す水量

347立方㍍／秒
＜放流量＞

下流河川へ流す水量
③462立方㍍／秒

松原ダム

下筌ダム
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